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白鳥をデザインした手賀大橋  高野瀬恒吉絵        
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 手賀沼の初日の出  

  旧村川別荘新館の朝鮮風建物  

  

            志賀直哉邸跡入口  高野瀬 恒吉絵               
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    楚人冠坂 

    

 

           緑 香取神社 



                             ９

 案 内 図  （２）“はけの道”上方 ；我孫子駅南口発・着 ５．５ｋｍ 

 

 

景観スケッチ  7 題 

       

                                  白山古墳群東端白山坂からの手賀沼 



                             １０
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                                            神戸邸の白壁塀 

           

“はけの道“の湧水井戸  高野瀬 恒吉絵 



 １１

 白山古墳群の坂から手賀沼                               

  船戸の森 木陰の東屋                      

  

元根戸新田名主邸跡（平成１９年まで存続） 
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第

一

節
 

 

歴

史

景

観 

 

（

１

）

 

古

代

の

手

賀

沼

湖

畔

 

現

在

の

手

賀

沼

側

丘

陵

に

は

、

そ

の

延

長

４

キ

ロ

㍍

の

間

に

四

世

紀

末

東

葛

地

方

最

大

の

水

神

山

古

墳

を

始

め

と

す

る

香

取

神

社

古

墳

群

、

高

野

山

古

墳

群

、

並

塚

古

墳

群

、

子

の

神

古

墳

群

、

白

山

古

墳

群

、

根

戸

・

船

戸

古

墳

群

が

分

布

し

、

そ

の

数

は

合

計

５

８

基

余

り

に

及

ん

で

い

ま

す

。

い

か

に

古

代

の

手

賀

沼

湖

畔

に

多

く

の

人

々

が

手

賀

沼

に

か

か

わ

っ

て

生

活

し

て

い

た

か

を

物

語

る

も

の

で

す

。

そ

の

出

土

品

は

根

戸

の

金

塚

古

墳

の

鉄

製

の

短

甲

は

別

と

し

て

、

水

神

山

古

墳

の

武

器

を

持

た

な

い

女

性

首

長

以

後

は

、

武

器

に

属

す

る

直

刀

、

鉄

鉾

、

鉄

鏃

な

ど

、

そ

れ

ぞ

れ

の

古

墳

時

代

で

権

力

と

共

に

引

継

が

れ

て

い

た

も

の

と

見

る

こ

と

が

出

来

ま

す

。

集

落

遺

跡

か

ら

は

、

沼

で

の

狩

猟

、

漁

労

の

用

具

、

装

身

具

、

生

活

用

土

製

品

が

多

く

出

土

す

る

こ

と

か

ら

、

手

賀

沼

は

生

活

そ

の

も

の

で

あ

っ

た

こ

と

が

理

解

出

来

ま

す

。

首

長

の

古

墳

は

、

台

地

の

各

地

か

ら

手

賀

沼

を

眺

望

し

見

守

っ

て

い

た

の

で

す

。

 

金

塚

古

墳

の

石

枕

は

、

遺

体

の

頭

部

に

当

て

る

も

の

で

、

霞

ヶ

浦

か

ら

利

根

下

流

域

に

分

布

す

る

「

常

総

型

」

石

枕

で

す

が

、

近

年

柏

市

の

弁

天

古

墳

か

ら

も

出

土

し

ま

し

た

。

こ

の

二

つ

の

古

墳

の

発

見

は

手

賀

沼

と

利

根

川

水

系

の

支

配

者

が

船

に

よ

っ

て

密

接

に

交

流

し

て

い

た

こ

と

を

示

す

も

の

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

古

墳

時

代

後

半

に

な

る

と

、

寿

、

白

山

に

も

古

墳

を

残

し

な

が

ら

政

治

的

中

心

は

徐

々

に

湖

北

地

域

に

移

り

始

め

ま

し

た

。

 

 

（

２

）

 

近

代

の

手

賀

沼

湖

畔

 

我

孫

子

の

地

は

、

永

い

文

化

・

歴

史

景

観

が

停

滞

し

て

い

ま

し

た

が

、

明

治

二

十

九

年

の

常

磐

線

開

通

で

、

大

正

に

入

る

と

、

手

賀

沼

湖

畔

は

東

京

文

化

人

の

別

荘

地

と

し

て

注

目

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

、

多

く

の

著

名

・

文

化

人

が

訪

れ

ま

し

た

。

嘉

納

治

五

郎

は

明

治

四

十

三

年

、

我

孫

子

の

地

を

訪

れ

、

手

賀

沼

に

テ

ム

ズ

河

畔

を

連

想

し

て

安

住

し

、

天

神

山

に

別

荘

を

構

え

、

 

甥

の

柳

や

な

ぎ

宗

悦

む

ね

よ

し

、

を

呼

び

ま

し

た

。

柳

は

志

賀

直

哉

、

武

者

小

路

実

篤

、

瀧

井

孝

作

を

呼

び

寄

せ

ま

し

た

。

ま

た

柳

は

、

日

本

陶

芸

(

株

)

の

顧

問

・

陶

芸

家

六

代

目

尾

形

乾

山

を

招

き

、

大

正

五

年

に

は

、

バ

ー

ナ

ー

ド 

リ

ー

チ

を

招

き

ま

し

た

。

そ

の

後

昭

和

十

三

年

に

は

河

村

蜻

山

か

わ

む

ら

せ

い

ざ

ん

が

そ

こ

に

深

草

窯

を

持

ち

ま

し

た

。

 

大

正

末

か

ら

昭

和

始

に

か

け

て｢

我

孫

子

の

風

景

｣

、

「

崖

」

な

ど

、

我

孫

子

に

題

材

を

求

め

た

三

岸

好

太

郎

(
1
9
0
3

～

3
4
)

の

ほ

か

美

術

院

の

児

玉

素

行

、

洋

画

家

梅

原

竜

三

郎

、

原

田

聚

文

、

著

者

の

知

る

東

北

画

壇

の

故

菅

野

廉

な

ど

多

く

の

画

家

達

が

訪

ね

ま

し

た

。

生

誕

１

２

０

年

バ

ー

ナ

ー

ド

・

リ

ー

チ

展

の

展

示

文

章

で

は｢

我

孫

子

コ

ロ

ニ

ー

｣

が

形

成

さ

れ

た

と

表

現

し

て

い

ま

す

。

 

西

洋

歴

史

学

の

村

川

堅

固

は

、

別

荘

の

中

に 

“

朝

鮮

風

”

建

築

の

書

斎

を

造

り

ま

し

た

。

 

杉

村

楚

人

冠

は

、

手

賀

沼

を

愛

し

我

孫

子

の

地

に

移

り

住

み

、

新

聞

人

と

し

て

手

賀

沼

を

幅

広

く

世

間

に

紹

介

し

、

ま

た

我

孫

子

ゴ

ル

フ

倶

楽

部

の

創

設

に

尽

力

し

ま

し

た

。

 

そ

の

一

方

、

利

根

川

は

氾

濫

を

繰

り

返

し

、

手

賀

沼

に

逆

流

す

る

水

で

沿

岸

の

開

拓

農

民

た

ち

は

苦

し

み

ま

し

た

。

そ

の

た

め

洪

水

防

止

と

食

糧

増

産

を

目

指

す

手

賀

沼

干

拓

が

検

討

さ

れ

ま

し

た

。

昭

和

初

期

に

漸

く

手

賀

沼

干

拓

が

計

画

さ

れ

る

と

、

杉

村

楚

人

冠

、

嘉

納

治

五

郎

、

村

川

堅

固

た

ち

は

環

境

保

全

を

訴

え

「

手

賀

沼

保

勝

会

」

を

結

成

し

対

抗

し

ま

し

た

。

彼

等

が

愛

し

た

手

賀

沼

は

、

四

季

折

々

の

水

面

模

様

、

晴

れ

た

日

の

富

士

の

風

景

、

特

に

夕

暮

れ

時

の

時

々

刻

々

と

輝

き

変

る

富

士

の

姿

と

、

何

時

も

変

ら

ぬ

感

動

を

人

々

に

等

し

く

み

せ

て

く

れ

て

い

ま

す

。
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（

３

）

 

〝

は

け

の

道

〟

 

〝

は

け

の

道

〟

沿

の

崖

は

、

ど

う

し

て

出

来

た

の

で

し

ょ

う

。

 

序

文

で

触

れ

た

よ

う

に

関

東

平

野

六

万

年

前

の

海

面

降

下

は

大

変

急

激

で

あ

り

ま

し

た

。

そ

の

た

め

に

関

東

平

野

の

水

系

の

侵

食

は

著

し

く

、

急

に

掘

り

込

ま

れ

た

凹

地

谷

を

つ

く

り

ま

し

た

。

そ

れ

は

一

見

海

触

崖

の

よ

う

に

見

え

る

程

で

す

。

そ

の

あ

と

に

沖

積

平

野

が

出

来

て

現

在

の

〝

は

け

の

道

〟

が

出

来

た

の

で

す

。

ま

た

手

賀

沼

は

、

江

戸

時

代

か

ら

盛

ん

に

な

っ

た

干

拓

地

の

埋

め

立

て

に

使

う

土

砂

を

、

沼

沿

い

の

山

地

を

削

っ

て

作

り

ま

し

た

。

 

崖

に

露

出

す

る

帯

水

層

か

ら

は

、

湧

水

が

路

に

流

れ

、

〝

は

け

の

道

〟

と

呼

ば

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

 

今

で

も

雨

季

と

も

な

る

と

所

々

で

湧

水

が

見

ら

れ

小

路

一

面

が

水

浸

し

に

な

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

下

方

は

日

立

総

合

経

営

研

修

所

の

斜

面

下

か

ら

子

の

神

大

黒

天

下

と

志

賀

直

哉

邸

跡

公

園

で

、

上

方

は

白

山

下

か

ら

旧

武

者

小

路

実

篤

邸

下

の

区

間

各

所

で

、

“

は

け

の

道

”

を

実

感

す

る

事

が

出

来

ま

す

。

 

 

（

４

）

 

「

美

し

い

日

本

の

歩

き

た

く

な

る

み

ち

５

０

０

選

」

 

こ

れ

は

、

日

本

ウ

オ

ー

キ

ン

グ

協

会

が

国

土

交

通

省

他

の

後

援

の

も

と

、

現

地

踏

査

の

上

歩

行

適

正

（

安

全

性

、

快

適

性

、

案

内

性

、

魅

力

）

な

ど

を

基

準

に

選

定

し

、

平

成

十

七

年

一

月

に

発

表

し

た

“

歩

き

た

く

な

る

”

 

ウ

オ

ー

キ

ン

グ

コ

ー

ス

で

す

。

千

葉

県

で

は

、

１

０

コ

ー

ス

が

選

ば

れ

ト

ッ

プ

に

「

手

賀

沼

と

我

孫

子

の

歴

史

を

訪

ね

る

み

ち

」

（

 

手

賀

沼

湖

畔

〝

は

け

の

道

〟

下

方

）

が

選

ば

れ

ま

し

た

。

他

の

九

箇

所

は

、

正

式

名

称

省

略

し

ま

す

が 

（

１

）

 

千

葉

；

水

回

廊

、

（

２

）

千

倉

；

花

畑

と

潮

風

王

国

、

（

３

）

佐

倉

の

町

、

香

取

神

宮

、

（

４

）

谷

津

干

潟

；

習

志

野

市

-

千

葉

市

、

（

５

）

市

川

；

歴

史

と

文

学

、

（

６

）

富

山

町

；

「

と

み

さ

ん

」

ふ

る

さ

と

、

（

７

）

印

西

市

-

白

井

市

；

北

総

の

自

然

、

（

８

）

流

山

-

柏

市

；

利

根

運

河

と

柏

の

葉

、

（

９

）

白

子

町

；

九

十

九

里

浜

と

南

白

亀

川

な

ど

で

す

。

 

 

第

二

節

 
 

名

所

解

説

 
 

 

 

（

１

）

 

“

は

け

の

道

 

”

下

方

 
 

 
 

 
 

 

①

 

手

賀

沼

公

園

 

 

手

賀

沼

公

園

は

、

四

季

折

々

の

花

々

と

沼

の

景

観

が

一

年

を

通

じ

て

美

し

い

。

 

ひ

と

き

わ

高

く

風

に

揺

ら

ぐ

ポ

プ

ラ

並

木

（

平

成

九

年

度

我

孫

子

市

景

観

賞

）

は

大

変

印

象

深

く

心

に

残

っ

て

い

ま

す

。

し

か

し

根

元

が

老

衰

し

、

倒

壊

の

恐

れ

が

生

じ

た

た

め

平

成

十

六

年

の

夏

に

伐

採

さ

れ

ま

し

た

。

そ

し

て

ポ

プ

ラ

を

送

る

歌

「

ポ

プ

ラ

」

も

生

ま

れ

ま

し

た

。

き

っ

と

こ

の

歌

と

と

も

に

ポ

プ

ラ

並

木

は

、

心

象

風

景

と

し

て

生

き

続

け

る

で

し

ょ

う

。

代

り

に

ス

ギ

科

の

樹

木

メ

タ

セ

コ

イ

ア

が

植

え

ら

れ

ま

し

た

。

 

メ

タ

セ

コ

イ

ア

は

白

亜

紀

以

降

世

界

的

に

繁

茂

し

、

日

本

で

は

第

四

紀

初

期

に

消

滅

し

ま

し

た

。

六

十

年

前

三

木

茂

が

化

石

に

命

名

し

、

そ

の

後

で

原

生

種

に

も

類

似

の

も

の

が

中

国

四

川

省

で

発

見

さ

れ

た

こ

と

か

ら

、

「

生

け

る

化

石

植

物

」

と

呼

ば

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

 

〈

 

バ

ー

ナ

ー

ド

・

リ

ー

チ

碑

 

付

図

・

１

参

照

〉

 
 

日

本

で

教

師

を

勤

め

た

祖

父

の

も

と

で

京

都

・

彦

根

で

育

ち

ま

し

た

。

後

ロ

ン

ド

ン

美

術

学

校

で

高

村

光

太

郎

に

出

会

い

、

小

泉

八

雲

文

学

を

知

り

、

明

治

四

十

二

年

（

1
9
1
1

）

来

日

し

ま

し

た

。

柳

宗

悦

の

紹

介

で

六

代

目

尾

形

乾

山

の

門

下

と

な

り

、

楽

焼

の

研

究

に

没

頭

し

ま

し

た

。

大

正

五

（

1
9
1
6

）

六

代

目

尾

形

乾

山

の

本

窯

を

譲

り

受

け

、

柳

宗

悦

の

我

孫

子

別

荘

内

に

窯

を

築

き

ま

し

た

が

、

同

八

年

に

仕

事

場

を

火

事

で

焼

失

し

た

こ

と

で

我

孫

子

で

の

生

活

を

切

り

上

げ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

 

彼

の

作

品

は

、

我

孫

子

で

親

し

ま

れ

て

い

る

“

手

賀

沼

我

孫

子

”

（

1
9
1
8

）

と

“

山

と

人

 

巡
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礼

（

1
9
5
3

）

”

を

描

い

た

“

炻

器

せ

っ

き

鉄

砂

抜

巡

礼

者

模

様

皿

1
9
6
0
*

１

”

の

他

、

「

白

樺

」

や

志

賀

直

哉

の

小

説

「

夜

の

光

」

な

ど

の

表

紙

に

使

わ

れ

ま

し

た

。

碑

に

は

そ

の

「

巡

礼

者

」

が

刻

ま

れ

、

「

東

洋

と

西

洋

の

融

合

」

と

い

う

彼

の

「

美

学

」

が

感

じ

取

れ

ま

す

。

 

<

血

脇

守

之

助

碑

 
>
 

我

孫

子

宿

旅

籠

「

か

ど

屋

」

加

藤

家

に

生

ま

れ

る

。

高

山

歯

科

医

学

院

に

学

び

ま

し

た

。

の

ち

同

学

院

の

経

営

を

引

継

ぎ

、

「

東

京

歯

科

大

学

」

に

発

展

さ

せ

ま

し

た

。

野

口

英

世

を

物

心

両

面

か

ら

支

え

た

事

は

有

名

で

す

。

 

 

②

 

手

賀

沼

遊

歩

道

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

③

 

手

賀

大

橋

 
 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 

 
 

そ

れ

ま

で

渡

し

舟

が

主

役

で

あ

っ

た

時

代

か

ら

橋

の

時

代

に

大

き

く

変

わ

っ

た

の

は

、

旧

手

賀

大

橋

が

昭

和

三

十

八

年

に

開

通

し

た

こ

と

で

し

た

。

 

こ

の

橋

は

市

川

市

で

使

用

後

の

古

資

材

転

用

の

た

め

、

橋

の

長

さ

に

は

資

材

が

不

足

し

、

両

岸

を

埋

め

立

て

て

付

設

さ

れ

ま

し

た

。

新

大

橋

は

平

成

九

年

八

月

に

竣

工

し

ま

し

た

。

橋

脚

と

照

明

灯

は

白

鳥

を

イ

メ

ー

ジ

し

た

デ

ザ

イ

ン

に

な

っ

て

い

ま

す

。

 
 

橋

脚

は

水

の

流

れ

を

良

く

す

る

よ

う

に

工

夫

さ

れ

、

水

質

浄

化

に

役

立

っ

て

い

ま

す

。

橋

の

上

か

ら

の

眺

望

は

素

晴

ら

し

く

、

元

旦

に

は

多

く

の

市

民

が

ご

来

光

を

拝

み

に

訪

れ

ま

す

。

 

 
 

秋

谷

半

七

氏

（

＊

２

）

は

、

『

 

こ

こ

（

大

橋

）

か

ら

見

る

日

の

出

は

湖

心

か

ら

な

が

め

る

日

の

出

と

い

っ

て

よ

い

。

ほ

の

ぼ

の

白

み

か

け

た

東

の

空

に

赤

み

が

さ

す

と

や

が

て

太

陽

が

昇

っ

て

く

る

。

朝

靄

を

つ

ら

ぬ

い

て

金

色

の

光

が

輻

の

よ

う

に

天

空

に

走

っ

て

粛

々

と

太

陽

が

昇

る

。

ま

さ

に

荘

厳

そ

の

も

の

で

あ

る

。

大

自

然

の

息

吹

を

全

身

に

浴

び

震

え

る

よ

う

な

感

動

を

お

ぼ

え

る

。

・

・

・

・

・

』

と

表

現

し

て

い

ま

す

。

 

④

 

親

水

広

場

・

水

の

館

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

親

水

広

場

・

水

の

館

は

、

平

成

三

年

六

月

オ

ー

プ

ン

し

た

県

営

の

公

園

施

設

で

す

。

水

質

浄

化

の

理

解

を

深

め

、

環

境

保

全

の

た

め

の

催

し

を

行

っ

て

い

ま

す

。

展

望

台

の

ド

ー

ム

、

全

体

が

丸

み

の

あ

る

水

の

館

の

建

物

は

、

屋

根

部

を

淡

い

緑

色

で

覆

っ

て

い

ま

す

。

展

望

台

か

ら

の

手

賀

沼

風

景

は

す

ば

ら

し

い

も

の

が

あ

り

ま

す

。

 

 

<

手

賀

沼

の

バ

ー

ド

ウ

オ

ッ

チ

ン

グ>
(

手

賀

沼

バ

ー

ド

ウ

オ

ッ

チ

ン

グ

ガ

イ

ド

（

＊

３)

抜

粋

)
 

 
 

手

賀

沼

周

辺

を

バ

ー

ド

ウ

オ

ッ

チ

ン

グ

す

る

と

３

０

～

４

０

種

類

、

一

年

を

通

じ

て

１

０

０

種

を

越

え

る

鳥

を

見

る

こ

と

が

出

来

ま

す

。

 

水

田

か

ら

湖

水

に

か

け

て

見

ら

れ

る

主

な

鳥

は

、

ム

ナ

グ

ロ

、

コ

サ

ギ

、

ヒ

バ

リ

、

カ

ル

ガ

モ

、

バ

ン

、

オ

オ

ヨ

シ

キ

リ

、

ヨ

シ

ゴ

イ

、

オ

オ

バ

ン

、

カ

ワ

ウ

、

コ

ア

ジ

サ

シ

、

カ

イ

ツ

ブ

リ

な

ど

で

す

。

 

 

冬

の

斜

面

林

に

は

、

オ

オ

タ

カ

や

ノ

ス

リ

な

ど

の

猛

禽

を

見

る

こ

と

が

出

来

ま

す

。

ほ

か

に

キ

ジ

、

コ

ゲ

ラ

、

ヒ

ヨ

ド

リ

、

メ

ジ

ロ

、

ウ

グ

イ

ス

、

ム

ク

ド

リ

、

カ

ワ

ラ

ヒ

ラ

な

ど

も

い

ま

す

。

 

春

は

、

葦

原

が

青

く

な

り

始

め

る

頃

、

カ

イ

ツ

ブ

リ

や

オ

オ

バ

ン

の

繁

殖

シ

ー

ズ

ン

を

迎

え

、

田

植

え

の

終

わ

っ

た

頃

に

ム

ナ

グ

ロ

や

キ

ョ

ウ

ジ

ョ

シ

ギ

の

群

れ

が

見

え

ま

す

。

 

 
 

夏

は

、

オ

オ

ヨ

シ

キ

リ

、

ヨ

シ

ゴ

イ

が

葦

原

の

上

を

往

来

し

ま

す

。

白

い

コ

ア

ザ

サ

シ

、

雛

を

連

れ

た

オ

オ

バ

ン

や

カ

イ

ツ

ブ

リ

が

葦

原

か

ら

姿

を

の

ぞ

か

せ

、

水

田

で

ア

マ

サ

ギ

や

チ

ュ

ウ

サ

ギ

が

歩

き

回

り

ま

す

。

 

秋

の

始

め

は

、

鳥

の

姿

が

最

も

少

な

い

季

節

で

す

。

北

海

道

で

繁

殖

し

た

シ

ョ

ウ

ド

ウ

ツ

バ

メ

や

ツ

ン

ド

ラ

地

帯

で

繁

殖

し

た

ム

ナ

グ

ロ

な

ど

、

ま

た

キ

ビ

タ

キ

、

オ

オ

ル

リ

な

ど

、

山

地

で

繁

殖

し

た

鳥

が

渡

り

の

途

中

に

姿

を

現

し

ま

す

。

普

段

見

か

け

ぬ

鳥

に

出

会

え

る

の

が

こ

の

季

節

で

す

。

 

冬

は

、

カ

ル

ガ

モ

、

オ

オ

ガ

モ

、

コ

ガ

モ

、

オ

カ

ヨ

シ

ガ

モ

、

マ

ガ

モ

、

ミ

コ

ア

イ

サ

が

ど

が

湖

面
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に

、

オ

オ

ジ

ュ

リ

ン

、

タ

ゲ

リ

、

ヒ

バ

リ

、

タ

ヒ

バ

リ

、

ツ

グ

ミ

の

ほ

か

、

コ

ミ

ミ

ズ

ク

や

チ

ュ

ウ

ヒ

な

ど

も

し

ば

し

ば

葦

原

や

水

田

に

姿

を

見

せ

ま

す

。

 

 
 

 

⑤

 

水

神

山

古

墳

 

（

表

紙

絵

参

照

）

 
 

 

東

葛

飾

地

方

最

大

規

模

の

古

墳

で

す

。

高

野

山

の

斜

面

林

の

上

、

手

賀

沼

を

望

む

香

取

神

社

の

敷

地

に

あ

り

ま

す

。

四

世

紀

末

～

五

世

紀

初

頭

の

大

変

格

式

高

い

も

の

で

、

畿

内

の

前

方

後

円

墳

に

繋

が

る

造

り

方

で

す

。

そ

の

後

の

金

塚

古

墳

の

小

さ

な

円

墳

に

較

べ

大

規

模

で

副

葬

品

に

武

器

が

無

い

こ

と

か

ら

、

水

神

山

の

首

長

は

、

大

和

政

権

と

直

接

、

間

接

に

一

定

の

政

治

的

関

係

を

結

ん

で

い

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

一

方

、

当

時

の

地

方

首

長

の

古

墳

に

埋

葬

さ

れ

る

、

大

和

政

権

か

ら

分

与

さ

れ

た

鏡

や

碧

石

の

宝

器

が

な

い

こ

と

を

考

え

る

と

、

お

そ

ら

く

先

進

地

域

の

上

海

上

国

か

み

つ

う

な

が

み 

・

 

姉

ヶ

崎

（

現

市

原

）

の

大

首

長

を

仲

介

し

た

間

接

的

な

関

係

で

あ

っ

た

と

も

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

 

⑥

 

香

取

神

社

 
 

 

我

孫

子

の

香

取

神

社

創

立

の

時

代

は

不

詳

で

す

が

、

香

取

市

の

香

取

神

宮

は

、

五

世

紀

末

～

六

世

紀

初

頭

に

物

部

小

事

が

大

軍

を

率

い

て

大

和

か

ら

来

て

定

住

し

、

そ

の

後

に

香

取

神

社

を

祀

っ

た

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

延

喜

式

（

9
2
7

）

に

お

け

る

神

宮

の

称

号

は

、

伊

勢

神

宮

を

除

け

ば

藤

原

氏

の

氏

神

、

香

取

神

宮

と

鹿

島

神

宮

に

限

ら

れ

て

い

ま

す

。

日

本

書

紀

に

『

そ

の

神

、

今

東

国

の

楫

取

の

地

に

あ

り

』

と

あ

り

、

カ

ト

リ

は

舟

の

楫

取

り

の

意

で

す

。

ま

た

万

葉

集

に

は

「

大

船

の

香

取

の

海

」

と

歌

っ

た

歌

の

あ

る

こ

と

か

ら

地

名

と

考

え

る

こ

と

も

出

来

ま

す

。

香

取

神

宮

の

古

文

書

の

中

に

は

、

「

海

夫

注

文

」

と

称

し

て

沿

岸

の

諸

村

か

ら

輸

銭

を

徴

収

し

て

い

た

こ

と

が

読

め

ま

す

。

そ

の

創

祀

は

古

墳

時

代

と

推

定

さ

れ

ま

す

。

 

高

野

山

香

取

神

社

鎮

守

の

森

と

斜

面

林

は

、

樹

齢

数

百

年

も

す

る

樹

林

が

多

く

、

銀

杏

、

欅

ケ

ヤ

キ

、

松

、

樫

、

杉

な

ど

２

０

本

が

市

指

定

の

保

全

樹

木

で

す

。

 

⑦

 

鳥

の

博

物

館

と

山

階

や

ま

し

な

鳥

類

研

究

所

 

鳥

の

博

物

館

は

日

本

唯

一

の

鳥

の

総

合

博

物

館

と

し

て

、

平

成

二

年

に

開

館

し

ま

し

た

。

水

の

館

と

は

対

象

的

な

鳥

か

ご

の"

幾

何

学

的

形

態

の

窓

枠

が

目

に

つ

く

建

物

で

す

。

 

山

階

鳥

類

研

究

所

は

昭

和

五

十

九

年

に

渋

谷

か

ら

我

孫

子

市

に

移

転

し

た

わ

が

国

唯

一

の

民

間

鳥

類

専

門

研

究

機

関

で

総

裁

は

秋

篠

宮

文

仁

殿

下

、

故

山

階

芳

麿

博

士

設

立

の

山

階

鳥

類

標

本

館

が

前

身

で

す

。

標

本

六

万

点

、

図

書

二

万

冊

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

⑧

 

高

野

山

古

墳

群

 
 

 

六

世

紀

中

頃

の

も

の

で

、

古

墳

時

代

我

孫

子

地

区

第

２

期

の

前

方

後

円

墳

を

囲

む

円

墳

（

家

族

墓

）

８

基

、

中

心

に

首

長

の

も

の

と

見

ら

れ

る

１

号

墳

の

竪

穴

式

石

室

が

あ

り

ま

す

。

１

号

墳

の

石

室

に

７

体

、

４

号

墳

の

石

室

に

は

５

体

と

続

い

て

２

号

、

３

号

、

５

号

墳

の

順

に

代

々

営

造

さ

れ

た

１

系

列

の

家

族

墓

で

す

。

二

代

目

の

４

号

墳

は

帆

立

貝

形

古

墳

に

変

わ

り

後

円

墳

と

同

じ

大

き

さ

を

保

っ

て

い

ま

す

が

、

代

を

重

ね

て

そ

の

規

模

は

縮

小

し

て

い

ま

す

。

直

刀

、

鉄

鏃

、

鍔

、

管

玉

、

小

玉

な

ど

の

出

土

品

が

あ

り

ま

す

。

 

宅

地

化

で

現

存

す

る

３

基

の

古

墳

の

確

認

は

難

し

く

、

そ

の

面

影

は

あ

り

ま

せ

ん

。

（

出

土

品

の

一

部

は

、

現

在

水

道

局

玄

関

ロ

ビ

ー

に

展

示

さ

れ

て

い

ま

す

。

）

 

 

⑨

 

子

ノ

神

古

墳

群

 

六

世

紀

前

半

～

中

葉

、

古

墳

時

代

我

孫

子

地

区

第

２

期

の

円

墳

１

５

、

前

方

後

円

墳

１

か

ら

な

る

古

墳

群

で

子

の

神

か

ら

西

６

０

０

㍍

の

斜

面

台

地

に

分

布

し

て

い

ま

す

。

高

野

山



 16

古

墳

群

の

２

倍

の

規

模

を

持

つ

複

数

の

古

代

家

族

の

墓

域

で

す

。

当

時

家

長

は

あ

る

世

代

で

前

方

後

円

墳

を

作

る

と

い

う

慣

し

が

あ

っ

た

よ

う

で

、

子

ノ

神

大

黒

天

の

地

に

そ

の

１

基

が

あ

り

ま

す

。

 

 

⑩

 

旧

村

川

堅

固

別

荘

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

村

川

堅

固

は

明

治

八

年

熊

本

生

ま

れ

、

嘉

納

は

村

川

堅

固

が

第

五

高

等

学

校

入

学

時

の

校

長

。

大

学

卒

業

後

一

時

期

、

嘉

納

の

秘

書

を

務

め

ま

し

た

。

 

東

京

帝

国

大

学

教

授

（

西

洋

史

専

門

）

村

川

堅

固

は

、

大

正

六

年

我

孫

子

に

別

荘

用

の

土

地

を

購

入

し

、

同

十

年

、

我

孫

子

宿

本

陣

の

離

れ

を

茅

葺

の

ま

ま

母

屋

に

す

る

た

め

買

取

り

移

築

し

ま

し

た

。

新

館

の

朝

鮮

風

建

物

は

、

昭

和

三

年

に

書

斎

と

し

て

建

て

ら

れ

ま

し

た

。

本

来

は

瓦

葺

で

す

が

、

関

東

大

震

災

の

経

験

か

ら

銅

葺

に

し

た

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

部

屋

の

窓

か

ら

は

沼

に

遊

ぶ

鳥

、

漁

を

す

る

船

の

長

閑

な

手

賀

沼

が

一

望

出

来

ま

し

た

。

竹

を

好

ま

れ

、

竹

林

は

も

と

よ

り

、

外

壁

の

竹

細

工

が

目

に

付

き

ま

す

。

ま

た

、

書

道

家

山

田

海

峰

氏

の

揮

毫

「

一

望

千

里

湖

畔

絶

景

」

と

、

京

都

大

徳

寺

貫

主

揮

毫

の

“

竹

”

の

掛

け

軸

の

所

蔵

が

あ

り

ま

す

。

 

バ

ー

ナ

ー

ド

・

リ

ー

チ

設

計

、

宮

大

工

佐

藤

鷹

蔵

が

作

っ

た

三

角

椅

子

二

脚

、

肥

後

細

川

家

ゆ

か

り

の

国

学

者

中

島

広

足

の

書

が

さ

り

気

な

く

展

示

さ

れ

て

い

ま

す

。

堅

固

の

休

日

は

つ

り

三

昧

で

あ

っ

た

よ

う

で

、

今

の

我

孫

子

高

校

付

近

に

釣

堀

を

持

っ

て

い

た

そ

う

で

す

。

 

一

方

、

昭

和

初

期

「

手

賀

沼

干

拓

計

画

」

が

持

ち

上

が

っ

た

時

は

嘉

納

や

楚

人

冠

等

と

「

手

賀

沼

保

勝

会

」

を

創

り

豊

か

な

手

賀

沼

の

干

拓

中

止

を

訴

え

ま

し

た

。

 

平

成

十

八

年

十

月

以

降

、

市

民

ガ

イ

ド

が

行

な

わ

れ

て

い

ま

す

（

火

は

休

館

）

。

林

の

中

の

静

寂

な

別

荘

で

す

。

尚

、

当

別

荘

周

辺

は

平

成

十

六

年

に

国

土

交

通

省

関

東

整

備

局

の

「

関

東

の

富

士

百

景

」

に

推

薦

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

別

荘

の

庭

の

下

に

は

チ

ョ

ウ

チ

ョ

ウ

園

か

ら

下

る

静

か

な

坂

道

が

あ

り

ま

す

。

村

川

堅

固

坂

と

呼

ん

で

は

如

何

で

し

ょ

う

。

当

時

は

、

こ

の

坂

下

か

ら

小

船

で

沼

に

出

て

魚

釣

り

の

休

日

を

楽

し

ん

だ

そ

う

で

す

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑪

チ

ョ

ウ

チ

ョ

ウ

園

（

菅

野

み

ど

り

さ

ん

宅

）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

第

六

回

景

観

奨

励

賞

受

賞

の

世

界

一

小

さ

い

チ

ョ

ウ

チ

ョ

ウ

園

で

す

。

個

人

の

趣

味

が

訪

れ

る

子

供

，

大

人

達

を

虫

の

世

界

に

引

き

込

み

、

昆

虫

も

一

生

懸

命

生

き

て

い

る

事

を

知

っ

て

も

ら

っ

て

い

ま

す

。

 

以

下

菅

野

み

ど

り

さ

ん

へ

「

景

観

あ

び

こ

」

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

よ

り

抜

粋

（

＊

４

）

 
 

『

私

は

埼

玉

県

の

見

沼

で

育

ち

ま

し

た

。

見

沼

は

首

都

圏

に

残

る

最

大

の

自

然

空

間

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

蝶

々

は

小

さ

い

時

か

ら

大

好

き

で

し

た

。

蝶

々

と

い

う

よ

り

ア

オ

ム

シ

、

イ

モ

ム

シ

が

好

き

だ

っ

た

の

で

す

。

蝶

々

は

飛

ぶ

こ

と

が

出

来

ま

す

が

、

ア

オ

ム

シ

は

じ

っ

と

し

て

い

て

、

他

の

昆

虫

の

餌

に

な

っ

て

し

ま

う

。

一

番

弱

い

。

そ

れ

で

な

ん

と

な

く

守

っ

て

や

ろ

う

と

言

う

気

持

ち

で

す

。

二

十

八

年

経

ち

ま

し

た

。

育

て

た

卵

は

２

５

種

類

、

我

孫

子

に

は

５

０

種

類

く

ら

い

い

る

と

聞

い

て

い

ま

す

。

蝶

々

の

好

き

な

餌

は

蜜

原

の

花

、

食

草

、

蝶

々

の

種

類

に

よ

っ

て

違

い

ま

す

が

、

セ

ッ

ト

に

し

て

植

え

て

置

く

と

必

ず

来

て

く

れ

ま

す

。

』

 
 

 

⑫

 

瀧

井

孝

作

仮

寓

跡

 

瀧

井

孝

作

は

大

正

十

一

年

（

1
9
2
2

）

に

我

孫

子

に

来

ま

す

が

、

翌

年

５

月

に

は

生

涯

の

師

と

仰

い

だ

志

賀

直

哉

を

慕

っ

て

京

都

に

行

き

ま

す

。

「

我

孫

子

の

思

い

出

」

（

＊

５

）

の

中

で

当

時

の

我

孫

子

を

次

の

よ

う

に

記

述

し

て

い

ま

す

。

 

『

我

孫

子

の

け

し

き

は

、

土

地

の

人

が

「

川

」

と

云

ふ

十

丁

余

の

幅

の

あ

る

手

賀

沼

の

一

衣

帯

水

、

四

季

晴

雨

共

に

興

味

深

い

眺

め

に

看

え

た

。

春

の

鳰

鳥

の

う

ご

き

や

、

夏

の

雨

の

日
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水

雞

も

叩

き

鷭

も

歩

き

、

葭

原

雀

の

声

や

、

秋

の

葭

間

の

セ

キ

レ

イ

の

群

れ

や

、

冬

の

雁

鴨

や

、

沼

の

上

の

藻

刈

舟

や

、

漁

の

竹

笯

の

所

々

の

棹

や

。

・

・

・

・

 

*

鳰

は

（

に

お

）

と

よ

み

、

カ

イ

ツ

ブ

リ

の

古

名

 

我

孫

子

は

停

車

場

付

近

に

は

電

灯

が

つ

い

て

い

た

が

、

沼

べ

り

の

茲

は

未

だ

電

柱

が

立

た

ず

夜

分

は

ラ

ン

プ

の

灯

用

い

た

。

夜

路

は

提

灯

つ

け

て

往

来

し

た

。

・

・

・

・

 
 

』

 

敷

地

内

は

現

在

市

民

の

手

で

公

園

化

に

向

け

た

整

地

が

三

年

越

し

で

行

わ

れ

、

平

成

十

九

年

度

に

公

開

の

運

び

と

な

り

ま

し

た

。

敷

地

入

口

と

沼

側

の

丘

に

子

の

神

古

墳

群

に

属

す

る

古

墳

２

基

が

あ

り

、

敷

地

の

西

側

の

坂

道

は"

古

墳

坂

 
"

と

呼

ば

れ

て

い

ま

す

。

 

 

⑬

 

志

賀

直

哉

邸

跡

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

弁

天

山

の

麓

に

あ

り

、

 

現

在

は

記

念

公

園

に

な

っ

て

い

ま

す

。

書

斎

は

緑

二

丁

目

の

宮

大

工

佐

藤

鷹

蔵

が

作

っ

た

も

の

。

彼

は

大

正

四

年

（

1
9
1
5

）

に

弁

天

山

（

雁

明

1
9
7
6

）

に

家

付

き

の

土

地

を

買

い

居

を

構

え

ま

し

た

。

入

居

に

当

た

っ

て

増

築

し

ま

す

が

、

希

望

す

る

自

邸

の

景

観

を

ス

ケ

ッ

チ

し

、

大

工

に

示

し

て

建

て

て

い

ま

す

。

そ

の

作

品

に

は

手

賀

沼

や

我

孫

子

の

情

景

を

描

い

た

も

の

が

多

く

、

七

年

滞

在

し

て

い

ま

し

た

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑭

 

白

樺

文

学

館

 

 
 

本

文

学

館

は

、

平

成

十

三

年

一

月

に

佐

野

 

力

氏

が

設

立

し

ま

し

た

。

 

雑

誌

「

白

樺

」

を

中

心

に

発

展

し

た

白

樺

派

は

、

大

正

デ

モ

ク

ラ

シ

ー

時

代

の

新

し

い

文

芸

活

動

で

す

。

当

時

、

白

樺

派

の

中

心

人

物

の

志

賀

直

哉

、

武

者

小

路

実

篤

、

柳

宗

悦

ら

が

我

孫

子

に

住

み

多

く

の

同

人

や

信

奉

者

が

来

訪

。

我

孫

子

は

矢

張

り

文

学

者

の

多

い

鎌

倉

に

並

び

称

せ

ら

れ

る

文

士

村

で

し

た

。

美

し

い

手

賀

沼

の

自

然

環

境

か

ら

創

造

活

動

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

受

け

て

、

彼

等

は

我

孫

子

で

多

く

の

優

れ

た

作

品

を

創

り

上

げ

ま

し

た

。

ま

た

、

文

学

に

止

ま

ら

ず

絵

画

や

彫

刻

な

ど

に

つ

い

て

も

そ

の

時

代

の

一

番

良

い

芸

術

を

先

取

り

し

、

ロ

ダ

ン

や

印

象

派

の

絵

画

な

ど

を

積

極

的

に

紹

介

し

た

の

で

す

。

当

時

の

文

化

を

リ

ー

ド

し

た

白

樺

派

が

、

手

賀

沼

の

ほ

と

り

で

育

ま

れ

、

大

き

く

発

展

し

た

事

は

、

我

孫

子

の

素

晴

ら

し

い

文

化

的

財

産

で

す

。

 

―

 

白

樺

文

学

館

パ

ン

フ

＊

６ 

 

⑮

 

杉

村

楚

人

冠

公

園

 
 

公

園

は

、

杉

村

楚

人

冠

敷

地

（

楚

人

冠

自

称

白

馬

城

）

南

端

の

手

賀

沼

を

見

下

ろ

す

観

音

山

と

言

う

高

台

に

あ

り

、

彼

の

碑

が

立

っ

て

い

ま

す

。

楚

人

冠

は

本

名

を

廣

太

郎

と

言

う

。

朝

日

新

聞

ロ

ン

ド

ン

特

派

員

を

勤

め

、

ま

た

大

正

四

年

の

世

界

新

聞

大

会

日

本

代

表

と

し

て

渡

米

、

後

朝

日

新

聞

の

最

高

幹

部

と

し

て

永

く

活

躍

し

ま

し

た

。

地

元

に

あ

っ

て

は

我

孫

子

ゴ

ル

フ

倶

楽

部

の

創

設

に

力

を

尽

し

、

手

賀

沼

を

「

ア

サ

ヒ

グ

ラ

フ

」

で

世

間

に

紹

介

、

別

荘

地

と

し

て

発

展

の

き

っ

か

け

を

作

っ

た

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

我

孫

子

警

察

元

寿

派

出

所

か

ら

入

る

古

い

道

筋

に

あ

る

杉

村

宅

の

坂

道

は

、

屋

敷

の

木

立

に

覆

わ

れ

、

夏

の

散

歩

で

は

一

息

し

た

く

な

る

涼

し

げ

な

坂

道

の

風

景

を

見

る

こ

と

が

出

来

ま

す

。

楚

人

冠

坂

と

呼

ん

で

は

如

何

で

し

ょ

う

。

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

 

 

⑯

 

三

樹

荘

・

柳

宗

悦

邸

跡

 

（

現

在

個

人

宅

 

・

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

と

嘉

納

別

荘

跡

 
 

 

柳

宗

悦

は

、

明

治

二

十

二

年

東

京

生

ま

れ

、

東

京

帝

大

哲

学

科

卒

、

父

楢

悦

は

数

学

者

の

海

軍

少

将

で

し

た

。

柳

宗

悦

夫

妻

は

、

大

正

三

年

柳

の

長

姉

直

枝

子

の

所

有

す

る

別

荘

に

転

居

し

て

き

ま

し

た

。

路

を

挟

ん

で

東

隣

に

嘉

納

治

五

郎

の

別

荘

が

あ

り

ま

し

た

。

嘉

納

は

柳

の

叔

父

（

母

の

弟

）

に

当

り

ま

す

。

柳

の

別

荘

は

沼

を

望

む

天

神

山

と

言

う

高

台

に

あ

っ

て

、

樹

齢

四

百

年

と

い

う

椎

の

木

の

古

木

が

３

本

屹

立

し

て

沼

を

見

下

ろ

し

て

い

ま

す

。

三

本

の

木

は

、

そ

れ

ぞ

れ

「

智

・

財

・

寿

」

の

木

と

し

て

村

人

達

か

ら

尊

ば

れ

て

い

ま

し

た

。

嘉

納
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は

其

れ

に

因

ん

で

三

樹

荘

と

命

名

し

て

い

ま

す

。

 
 

ま

た

バ

ー

ナ

ー

ド 

リ

ー

チ

は

、

尾

形

乾

山

の

後

、

柳

宗

悦

の

邸

内

に

窯

を

造

り

作

陶

に

没

頭

し

ま

し

た

。

柳

宗

悦

の

後

、

田

中

耕

太

郎

（

最

高

裁

判

所

長

官

）

、

河

村

蜻

山

（

陶

芸

家

）

が

居

住

し

、

現

在

は

村

山

氏

の

所

有

と

な

っ

て

い

ま

す

。

 

 
 

現

三

樹

荘

主

の

村

山

祥

峰

さ

ん

は

「

景

観

あ

び

こ

」

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

＊

７

で

、

『

昭

和

十

五

年

、

手

賀

沼

の

辺

り

を

歩

い

て

い

て

タ

バ

コ

屋

か

ら

坂

（

天

神

坂

）

を

登

っ

て

み

た

。

辺

り

に

は

一

軒

の

家

も

な

い

。

大

変

急

な

坂

で

Ｙ

の

字

に

掘

れ

て

い

た

。

 
 

登

り

着

い

て

み

る

と

右

側

の

竹

林

の

中

に

別

荘

ら

し

き

も

の

が

あ

っ

た

。

後

で

、

嘉

納

治

五

郎

の

も

の

と

分

か

っ

た

。

 
 

そ

の

向

か

い

に

空

家

が

あ

っ

て

木

戸

が

開

い

て

い

る

。

何

度

呼

ん

で

も

返

事

が

無

い

。

入

っ

て

見

る

と

素

晴

ら

し

い

風

景

に

圧

倒

さ

れ

て

た

た

ず

ん

だ

。

』

と

述

べ

て

い

ま

す

。

 

三

樹

荘

の

西

端

に

は

南

作

古

墳

が

あ

り

、

古

墳

が

展

望

の

利

く

、

古

来

の

風

向

明

媚

な

地

に

あ

る

こ

と

が

判

り

ま

す

。

元

嘉

納

治

五

郎

別

荘

の

北

側

裏

手

の

坂

道

は

、

春

に

は

梅

の

花

が

咲

き

ほ

こ

ろ

び

、

長

閑

な

た

た

ず

ま

い

を

な

し

て

い

ま

す

。

嘉

納

治

五

郎

坂

と

呼

ん

で

は

如

何

で

し

ょ

う

。

 

 

＊

 

緑

・

香

取

神

社

鎮

守

の

森

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

境

内

の

欅

け

や

き

５

、

椿

１

計

６

本

と

、

隣

の

緑

保

育

園

の

ス

タ

ジ

イ

２

本

は

保

全

樹

木

で

す

。

欅

と

ス

タ

ジ

イ

は

、

い

ず

れ

も

幹

周

り

大

人

３

人

分

の

腕

回

し

、

高

さ

２

５ 

㍍

も

あ

る

大

樹

林

で

、

鎮

守

の

森

の

貫

禄

は

充

分

で

す

。

 

  
 

（

２

）

 

“

は

け

の

道

 

”

上

方

 
 

 
 

 
 

 
 

 

①

 

八

坂

神

社

 

②

 

白

山

七

つ

の

坂

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

東

端

の

白

山

坂

は

昔

か

ら

の

坂

道

で

す

。

下

り

な

が

ら

住

宅

の

木

立

の

向

こ

う

に

見

え

る

手

賀

沼

と

沼

南

の

森

の

風

景

を

面

白

お

か

し

く

眺

め

る

こ

と

が

出

来

ま

す

。

冬

の

木

立

ち

が

特

に

良

い

で

す

。

 

 
 

西

端

の

坂

は

、

西

に

向

か

っ

て

下

る

木

製

の

階

段

坂

で

自

転

車

を

持

っ

て

下

る

こ

と

が

出

来

ま

す

。

秋

や

冬

の

空

の

空

気

の

き

れ

い

な

午

後

に

は

富

士

山

が

観

え

ま

す

。

 

 

そ

の

間

の

宅

地

路

地

か

ら

下

り

る

五

つ

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

階

段

坂

は

か

な

り

急

で

す

。

し

か

し

手

賀

沼

の

水

面

か

ら

反

射

す

る

湖

水

の

風

景

は

、

時

々

刻

々

と

風

に

揺

ら

れ

る

よ

う

に

変

化

し

、

こ

れ

も

楽

し

い

も

の

で

す

。

 

 

③

 
 

中

勘

助

 

仮

寓

跡

（

公

開

は

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

）

 

中

勘

助

は

、

大

正

九

年

家

族

の

不

幸

か

ら

逃

れ

る

よ

う

に

白

山

の

高

嶋

家

に

来

て

、

手

賀

沼

の

自

然

に

心

を

癒

し

多

く

の

作

品

を

出

し

ま

し

た

。

「

沼

の

ほ

と

り

」

「

堤

婆

達

多

」

な

ど

の

作

品

が

あ

り

ま

す

。

 
 

「

沼

の

ほ

と

り

」

（

＊

８

）

 

の

文

章

か

ら

ス

ケ

ッ

チ

風

の

文

章

を

拾

っ

て

み

ま

し

た

。

 

『

 

大

正

十

年

一

月

一

日

 

…

…

 
 

沼

は

温

か

さ

う

に

と

ろ

り

と

淀

ん

で

ゐ

る

。

懸

け

ほ

し

た

唐

辛

の

て

ら

て

ら

し

た

赤

い

色

。

私

は

こ

と

に

裸

木

の

幹

や

枝

を

美

し

い

と

思

っ

て

眺

め

て

ゐ

る

。

…

…

 

 
 

二

月

二

十

二

日

 

…

…
 

 

緑

の

丘

の

松

、

赤

黒

い

杉

の

あ

ひ

だ

に

榎

か

な

に

か

ほ

ん

の

り

と

赤

ら

ん

で

、

鳥

の

綿

毛

の

や

う

に

ふ

わ

ふ

わ

と

枝

を

ひ

ろ

げ

て

ゐ

る

の

が

み

え

る

。

沼

は

て

ら

て

ら

と

淀

ん

で

鰻

か

き

の

舟

が

幾

艘

も

出

て

ゐ

る

。

 

 
 

四

月

十

九

日

 

…

…

 
 

日

が

さ

っ

と

さ

し

て

き

た

。

い

つ

の

ま

に

か

雲

が

は

れ

か

か

っ

て

ゐ

た

の

で

あ

る

。

風
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上

の

ほ

う

に

よ

っ

ぽ

ど

青

空

が

ひ

ろ

が

っ

て

き

た

。

雀

が

ち

ゅ

く

ち

ゅ

く

と

囀

り

は

じ

め

た

。

雨

に

濡

れ

た

杏

の

花

が

色

は

あ

せ

な

が

ら

も

照

り

は

え

て

ゐ

る 

 

か

つ

し

か

や

手

賀

の

大

沼

に

雪

ふ

り

て 
 

鳰

の

な

く

き

け

ば

君

ぞ

恋

し

き 

八

月

九

日

 

…

…

 

そ

ん

な

に

し

て

永

い

こ

と

憂

鬱

な

す

さ

ま

じ

い

日

が

つ

づ

い

た

の

ち

こ

の

頃

の

酷

烈

な

暑

さ

が

き

た

。

沼

は

溶

銀

の

や

う

に

と

ろ

り

と

湛

へ

、

森

も

畑

も

青

白

く

か

す

ん

で

、

光

に

白

む

空

を

燕

が

声

も

な

く

と

ん

で

ゐ

る

。

…

…

 

九

月

十

五

日

 

 
 

 

秋

に

な

っ

た

。

冷

た

い

雨

が

ふ

る

。

と

こ

ろ

ど

こ

ろ

に

鳴

子

が

立

っ

て

な

っ

て

ゐ

る

。

そ

の

原

始

的

な

し

か

け

と

、

い

か

に

も

秋

に

ふ

さ

わ

し

い

か

ら

か

ら

し

た

音

が

す

き

で

あ

る

。

…

…

 

十

月

二

十

一

日

 

 

朝

。

さ

ら

さ

ら

と

雨

が

ふ

る

。

睡

気

を

さ

ま

す

百

舌

の

声

。

蜜

柑

や

蜂

屋

柿

の

美

し

い

濡

れ

い

ろ

。

』

 

 

④

 

白

山

古

墳

群

 

白

山

古

墳

は

我

孫

子

古

墳

群

の

中

で

最

終

期

に

当

る

七

世

紀

初

頭

～

中

葉

の

１

２

基

か

ら

成

る

群

集

墳

で

す

。

家

父

長

家

族

と

そ

の

兄

弟

・

姉

妹

の

直

系

親

族

と

し

て

、

家

長

の

古

墳

に

一

緒

に

入

る

家

族

墳

の

形

態

で

す

。

根

戸

・

船

戸

遺

跡

を

含

め

る

と

延

長

１

０

０

㍍

間

の

台

地

に

１

９

基

が

分

布

し

て

い

ま

し

た

。

 

横

穴

式

石

室

は

二

つ

に

分

か

れ

て

い

ま

す

。

銅

鋺

、

鉄

鏃

、

ガ

ラ

ス

丸

玉

、

水

晶

切

子

玉

、

首

飾

り

、

長

大

の

刀

多

数

な

ど

が

出

土

し

ま

す

。

 

ま

た

、

縄

文

前

期

の

土

器

片

も

出

土

し

ま

す

（

付

図

・

１

参

照

）

。

 

 

⑤

⑥

 

嘉

納

治

五

郎

農

場

（

嘉

納

後

楽

農

園

）

跡

 

と

松

本

家

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 

 
 

 

嘉

納

治

五

郎

は

、

摂

津

灘

で

万

延

元

年

（

1
8
6
0

）

生

れ

、

東

京

帝

大

卒

、

在

学

中

に

天

神

真

揚

柔

術

と

起

倒

流

を

学

び

、

講

道

館

柔

道

を

編

み

出

し

た

。

「

柔

を

も

っ

て

剛

を

制

す

」

を

目

的

に

徳

育

、

知

育

、

体

育

の

三

要

素

を

取

り

入

れ

、

精

力

最

善

活

用

を

根

本

原

理

と

し

た

。

外

遊

先

の

英

国

イ

ー

ト

ン

ス

ク

ー

ル

を

モ

デ

ル

に

中

高

一

貫

の

学

校

を

計

画

し

ま

し

た

が

、

昭

和

十

三

年

国

際

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

委

員

会

出

席

の

帰

途

、

氷

川

丸

船

上

で

た

お

れ

、

全

て

の

計

画

は

挫

折

し

ま

し

た

。

 

彼

は

、

学

園

設

立

す

る

た

め

興

陽

寺

南

に

二

万

坪

余

の

農

園

を

取

得

し

、

大

正

八

年

農

業

技

術

を

学

ん

だ

松

本

久

三

郎

を

迎

え

て

農

業

経

営

を

行

な

い

ま

し

た

。

当

時

、

近

隣

農

家

で

は

作

ら

な

か

っ

た

ナ

ス

、

カ

ボ

チ

ャ

な

ど

の

野

菜

と

植

木

養

成

、

果

樹

栽

培

も

行

な

い

ま

し

た

。

農

具

は

馬

、

４

輪

荷

馬

車

、

馬

農

耕

具

な

ど

を

用

い

た

。

そ

の

後

、

種

々

の

理

由

で

農

園

は

分

譲

さ

れ

ま

し

た

が

、

一

部

は

小

規

模

な

が

ら

松

本

農

園

と

し

て

引

継

が

れ

ま

し

た

。

 

 

⑦

 

根

戸

・

船

戸

遺

跡

と

根

戸

・

船

戸

古

墳

群

；

根

戸

古

墳

公

園

（

付

図

・

１

参

照

）

 

 
 

縄

文

早

期

・

中

期

～

の

遺

跡

と

、

七

世

紀

初

頭

～

中

葉

の

古

墳

が

、

手

賀

沼

を

望

め

る

景

勝

の

地

、

白

山

中

学

南

側

台

地

一

帯

に

６

基

が

点

在

し

ま

す

。

 

古

墳

は

、

沼

側

の

前

方

後

円

墳

１

基

と

そ

の

周

辺

の

円

墳

５

基

か

ら

な

り

、

西

端

の

円

墳

１

基

は

根

戸

古

墳

公

園

に

な

っ

て

い

ま

す

。

出

土

品

の

多

い

集

落

跡

で

す

。

全

国

的

に

は

古

墳

が

少

な

く

な

っ

た

七

世

紀

初

～

八

世

紀

初

の

も

の

で

、

我

孫

子

古

墳

群

の

中

で

最

も

新

し

も

の

で

す

。

 
 

 

 

⑧

 

船

戸

の

森

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

⑨

 

元

根

戸

新

田

名

主

邸

跡

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 
 
 

元

根

戸

新

田

名

主

邸

は

、

旧

跡

羽

倉

外

記

代

官

預

所

跡

で

、

水

害

管

理

に

関

わ

る

訴

訟

を

解

決

し

た

名

主

八

十

郎

が

建

て

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

し

た

が

、

近

年

取

り

崩

さ

れ

た

。
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⑩

 

神

戸

邸

の

白

壁

塀

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 
 
 

神

戸

邸

は

、

白

壁

塀

と

大

樹

林

、

湧

水

を

対

象

に

、

第

三

回

景

観

賞

に

選

ば

れ

ま

し

た

。

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

⑫

 

根

戸

城

址

（

付

図

・

１

参

照

）

 

 

大

井

川

か

ら

根

戸

に

上

陸

す

る

船

戸

の

船

着

場

に

近

く

、

布

施

の

渡

し

場

「

七

里

の

渡

し

」

に

通

じ

る

交

通

の

要

所

を

抑

え

る

位

置

に

あ

り

ま

す

。

築

城

様

式

は

戦

国

期

の

も

の

で

、

城

主

は

根

戸

三

郎

胤

光

(
1
2
9
0
)

と

言

わ

れ

ま

す

が

詳

細

は

不

明

で

す

。

在

地

小

領

主

が

築

城

し

た

も

の

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

そ

の

後

文

明

年

間

（

1
4
7
8

頃

）

大

田

道

灌

が

千

葉

孝

胤

を

酒

井

根

で

破

っ

た

後

改

築

し

て

城

砦

の

形

に

し

た

と

い

う

伝

説

が

あ

り

ま

す

。

手

賀

沼

を

挟

ん

だ

対

岸

に

戸

張

の

城

址

、

北

西

に

は

松

ヶ

崎

城

祉

が

あ

り

ま

す

。

根

戸

の

地

名

は

鎌

倉

時

代

ま

で

遡

れ

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

古

代

東

海

道

の

茜

あ

か

根

津

ね

づ

駅

と

見

る

考

え

方

が

あ

り

ま

す

。

 

現

在

こ

の

根

戸

城

主

で

あ

る

日

暮

朝

納

さ

ん

は

『

本

当

の

城

主

は

判

ら

な

い

が

、

旧

日

暮

家

の

小

野

家

か

ら

分

家

し

て

七

代

目

と

述

べ

て

い

ま

す

。

』

＊

９ 

 

⑬

 

金

塚

古

墳

（

 

平

成

八

年

 

我

孫

子

市

指

定

文

化

財

（

有

形

 

付

図

・

１

参

照

）

 

 
 

我

孫

子

市

古

墳

時

代

初

期

、

五

世

紀

後

半

の

円

墳

で

す

。

埴

輪

の

他

多

数

の

出

土

品

が

あ

り

ま

す

。

根

戸

城

郭

の

西

側

４

０

㍍

に

位

置

す

る

直

径

２

０

㍍

、

高

さ

２

㍍

の

丘

で

す

。

千

葉

県

で

十

例

の

一

つ

と

い

う

短

甲

の

他

、

鉾

、

銅

鏡

、

須

恵

器

、

し

っ

か

り

し

た

埴

輪

、

滑

石

製

の

す

ば

ら

し

い

石

枕

な

ど

近

畿

直

送

と

思

わ

れ

る

副

葬

品

を

見

る

と

水

神

山

首

長

か

ら

二

，

三

代

目

の

大

和

政

権

と

直

結

し

た

首

長

と

し

て

、

交

通

の

要

衝

を

抑

え

る

武

将

で

あ

っ

た

の

で

は

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

 

石

枕

は

遺

体

の

頭

部

に

当

て

ら

れ

る

物

で

、

霞

ケ

浦

か

ら

利

根

川

下

流

域

に

分

布

す

る

「

常

総

型

」

石

枕

で

近

年

柏

市

の

弁

天

古

墳

か

ら

も

出

土

し

ま

し

た

。

こ

の

二

つ

の

古

墳

の

支

配

者

は

、

香

取

海

の

各

水

系

の

支

配

者

と

舟

で

密

接

な

つ

な

が

り

を

持

っ

て

い

た

も

の

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

 

 

⑭

 

馬

頭

観

世

音

 

六

観

世

音

の

一

つ

。

六

道

の

内

畜

生

界

に

苦

し

む

衆

生

を

救

う

仏

と

い

わ

れ

ま

す

。

し

か

し

、

頭

上

に

馬

頭

を

載

せ

て

い

る

事

か

ら

馬

の

守

護

仏

と

考

え

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

馬

頭

観

音

塔

が

建

て

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

は

江

戸

時

代

に

な

っ

て

か

ら

で

す

。

 

旅

人

は

、

馬

頭

観

世

音

を

我

孫

子

宿

に

入

る

手

前

の

目

印

と

し

て

い

た

そ

う

で

す

。

 

 

（

３

）

 

そ

の

他

の

名

所

 
 

＊

 

法

花

坊

(

法

華

坊

)

遺

跡

（

付

図

・

１

参

照

）

 
 

 
 

 
 

 
 

縄

文

前

期

の

包

含

地

で

す

。

法

花

坊

は

、

相

馬

惣

領

家

・

相

馬

御

厨

の

中

心

で

巨

大

な

館

跡

と

土

塁

を

残

す

集

落

跡

で

も

あ

り

ま

す

。

し

か

し

相

馬

惣

領

家

は

、

南

北

朝

の

騒

乱

で

南

朝

方

に

つ

い

て

滅

亡

し

た

た

め

資

料

が

消

滅

し

、

ま

た

そ

の

後

の

戦

国

時

代

に

千

葉

氏

の

一

族

の

原

氏

と

か

円

城

寺

氏

が

台

頭

し

、

こ

の

辺

を

押

さ

え

た

た

め

相

馬

氏

の

本

拠

が

判

ら

な

く

な

っ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

構

造

は

簡

素

で

防

御

性

は

高

く

あ

り

ま

せ

ん

。

周

辺

に

「

中

馬

場

」

と

い

っ

た

字

地

名

が

あ

り

ま

す

。

現

在

、

台

田

四

丁

目

の

跡

地

は

公

園

と

な

っ

て

い

ま

す

。

地

元

の

人

は

法

華

坊

と

言

っ

て

い

ま

す

。

 

＊

＊

 
北

星

神

社

 

６

号

線

沿

い

我

孫

子

市

の

西

端

に

位

置

し

ま

す

。

相

馬

氏

の

所

領

時

代

に

立

て

ら

れ

た

と

さ

れ

、

妙

見

宮

と

呼

ば

れ

た

時

期

が

あ

り

、

相

馬

・

千

葉

氏

と

関

わ

り

あ

る

宮

で

す

。
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付図 ・ １ 

 

山と人 巡礼   バーナード リーチ（1953） ＊１   

手賀沼公園リーチ石碑 梅津 一晴模写 

 

       

白山１号墳から出土の直刀と鉾   ＊１０ 原図出典 千葉県の歴史 

 

  根戸船戸古墳群出土の須恵器  ； ＊１０ 写真撮影 三浦輝与史 
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金山古墳から出土の 勾玉文鏡石枕に飾る立花と留め式短甲；  

 原図出典 千葉県の歴史 ＊１０ 

 

 

   

法花坊遺跡（現台田四丁目公園）  ＊１１        根戸城址と金塚古墳位置図   ＊１１ 

                                    


